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大
手
集
中
回
答
日
の
翌
週
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

埼
玉
の
東
部
地
区
単
組
代
表
者
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
向
か
う
私
が
車

窓
か
ら
眺
め
た
桜
は
、
ま
だ
３
月
19
日

だ
と
い
う
の
に
す
で
に
５
～
６
分
咲
き

だ
っ
た
・
・
・
・
・
・

以
上
は
今
年
で
は
な
く
22
年
前
の
こ

と
、
当
時
と
し
て
統
計
史
上
最
速
で
開

花
し
た
華
や
か
な
桜
を
見
た
直
後
の
会

議
は
し
か
し
、
花
冷
え
ど
こ
ろ
か
底
冷

え
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
そ
も

そ
も
２
０
０
２
年
春
闘
は
希
望
退
職
の

嵐
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
初
の
ベ
ア
要
求

ゼ
ロ
春
闘
で
あ
り
、

「
賃
金
構
造
維
持

分
す
ら
確
保
が
難

し
い
」
と
い
う
単

組
代
表
の
悲
痛
な

交
渉
経
過
報
告
が
続
き
ま
し
た
。
結
果
、

こ
の
年
は
春
闘
の
花
は
咲
か
ず
最
悪
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
る
が
え
っ
て
今
年
は
桜
も
春
闘
も

真
逆
で
し
た
。
桜
の
開
花
は
関
東
な
ど

多
く
の
地
方
で
平
年
よ
り
数
日
も
遅
れ

ま
し
た
が
、
逆
に
春
闘
の
ペ
ー
ス
は
早

く
、
大
手
の
回
答
指
定
日
の
前
か
ら
満

額
回
答
が
相
次
ぎ
、
連
合
発
表
に
よ
る

と
４
月
４
日
現
在
、
平
均
賃
上
げ
率
５
・

24
％
と
33
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
す
。
い

か
に
も
「
春
闘
満
開
」
と
い
う
感
じ
で

す
が
、
そ
う
と
も
言
い
き
れ
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
は
物
価
が
上
が
る
中
、
長
期

に
低
迷
す
る
日
本
経
済
を
立
て
直
す
切

り
札
と
し
て
、
政
府
も
日
銀
も
そ
し
て

さ
す
が
の
経
団
連
も
そ
ろ
っ
て
「
賃
上

げ
」
を
合
唱
し
た
結
果
で
あ
り
、
労
働

側
が
実
力
で
勝
ち
取
っ
た
と
は
言
い
が

た
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
要
求
満
額
が

相
次
い
だ
こ
と
は
、
労
働
側
の
要
求
が

遠
慮
し
す
ぎ
だ
っ
た
の
で
は
？
と
組
合

員
か
ら
疑
問
を
も
た
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
し
て
大
手
と
中
小
の
格
差
も
残
り
ま

し
た
。

し
た
が
っ
て
今
年
の
労
組
の
頑
張
り

は
評
価
し
つ
つ
も
、
来
年
は
こ
う
い
っ

た
一
抹
の
違
和
感
を
払
拭
す
る
よ
う
な

春
闘
を
期
待
し
ま
す
。

今
春
闘
の
意
義
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
我
わ
れ
労
働
組
合
の
「
失
わ
れ

た
30
年
」
の
当
初
か
ら
の
「
賃
上
げ
し

な
い
と
景
気
は
回
復
し
な
い
」
と
い
う

主
張
を
、
経
営
側
も
認
め
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
こ
と
。
遅
き
に
失
す
る
こ
と

は
な
は
だ
し
い
が
。
も
う
一
つ
は
「
価

格
転
嫁
」
が
今
春
闘
の
流
行
語
と
な
っ

た
こ
と
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
が
結
成
以
来
主
張
し

続
け
た
こ
の
言
葉
を
、
労
働
界
は
も
と

よ
り
首
相
も
経
団
連
も
、
そ
し
て
与
野

党
問
わ
ず
国
会
議
員
ま
で
も
春
闘
を
語

る
と
き
必
ず
口
に
し
ま
し
た
。
ま
さ
し

く
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
安
河
内
会
長
が
朝
日
新
聞

の
取
材
に
こ
た
え
た
３
月
29
日
付
け
記

事
の
見
出
し
は
「
帰
っ
て
き
た
春
闘

次
が
肝
心
」
で
し
た
。

満
開
!?
の
２
０
２
４
春
闘

次
が
肝
心
！
「
価
格
転
嫁
」

が
流
行
語
に

日
本
退
職
者
連
合
は
３
月
６

日
、
東
京
の
連
合
会
館
大
会
議

室
で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進

の
た
め
の
第
12
回
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
学
習
会
の
講
演

テ
ー
マ
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

は
な
ぜ
後
退
し
て
き
た
の
か
」

で
、
講
師
は
富
山
大
学
非
常
勤

講
師
の
斉
藤
正
美
さ
ん
で
す
。

「
右
派
に
よ
り
後
退
し
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
」
と
し
て
、
①
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
が
３
０
年

経
っ
て
も
実
現
し
な
い
（
96
年

に
国
の
法
制
審
議
会
が
選
択
的

夫
婦
別
姓
制
度
を
含
む
民
法
改

正
案
を
答
申
）
、
②
委
縮
し
て

い
る
性
教
育
や
「
結
婚
・
妊
娠
」

奨
励
策
に
よ
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
、

「
私
の
か
ら
だ
は
私
の
も
の
」

「
産
む
・
産
ま
な
い
は
女
性
の

自
己
決
定
」
94
年
国
際
会
議
で

決
定
）
の
抑
圧
、
③
避
妊
・
中

絶
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
制
限
、
④

性
的
指
向
・
性
自
認
お
よ
び
性

的
少
数
者
に
対
す
る
差
別
的
な

取
り
扱
い
を
禁
止
す
る
条
例
が

全
国
の
70
を
超
え
る
自
治
体
で

成
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
で
は
差
別
禁
止
で
は
な

く
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
に

す
ら
強
烈
な
反
対
に
あ
い
、
後

退
し
た
内
容
に
な
っ
た
こ
と
、

④
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性

に
対
す
る
差
別
、
⑤
「
慰
安
婦
」

を
記
念
す
る
碑
や
像
な
ど
へ
の

反
対―

―

を
説
明
し
て
い
ま
し

た
。そ

の
揺
り
戻
し
を
推
進
し
て

き
た
の
が
、
講
師
が
「
宗
教
右

派
」
と
呼
ぶ
勢
力
と
政
治
家
の

集
団
で
す
。
「
宗
教
右
派
」
と

は
、
性
と
生
殖
・
家
族
に
つ
い

て
強
い
関
心
を
持
ち
、
保
守
的

思
想
に
基
づ
い
て
政
治
活
動
を

す
る
宗
教
団
体
で
、
旧
統
一
教

会
、
日
本
会
議
な
ど
を
指
す
よ

う
で
す
。
こ
の
勢
力
の
右
派
運

動
は
、
「
地
方
か
ら
政
治
を
変

え
よ
う
」
と
草
の
根
運
動
を
熱

心
に
展
開
し
、
自
民
党
右
派

（
安
倍
派
）
の
支
持
母
体
で
す

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
草
の
根

運
動
と
と
も
に
安
倍
政
権
の
第

１
次
で
は
「
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
を
後
退
さ
せ
、
第
２

次
で
は
包
括
的
性
教
育
を
否
定

し
、
「
少
子
化
対
策
」
と
し
て

官
製
婚
活
を
自
治
体
で
展
開
さ

せ
る
な
ど
政
権
の
力
で
揺
り
戻

し
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

自
民
党
右
派
の
「
家
族
」
観

は
「
個
人
主
義
」
で
は
な
く

「
家
族
主
義
」
、
「
子
育
て
は

家
庭
で
」
、
国
家
も
「
大
き
な

家
族
」
と
い
う
「
家
族
国
家
」

観
で
あ
っ
て
、
「
男
尊
女
卑
・

戦
前
回
帰
で
は
な
い
」
「
自
助
・

自
己
責
任
を
強
調
、
コ
ス
パ

（
費
用
対
効
果
）
の
よ
い
国
家
」

で
あ
る
と
指
摘
。
ま
た
、
「
家

族
基
盤
充
実
政
策
」
（
１
９
８

０
）
か
ら
「
官
製
婚
活
」
ま
で

自
民
党
政
権
の
政
策
は
ず
っ
と

「
家
族
主
義
」
で
、
「
充
実
し

た
家
庭
は
日
本
型
福
祉
社
会
の

基
盤
」
「
家
庭
内
自
助
に
よ
る

安
全
保
障
」
「
国
家
に
負
担
に

な
ら
な
い
福
祉
モ
デ
ル
」=

家
族

主
義
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
の
後
退

を
進
め
て
い
る
勢
力
も
、
自
助
・

自
己
責
任
の
家
族
主
義
の
考
え

で
後
退
を
肯
定
し
て
い
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。

(

会
長

大
山
勝
也
記)

主 張

Ｊ
Ａ
Ｍ
埼
玉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長

那
珂
通
敏

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
学
習
会
を
開
催

～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
達
成
に
は
社
会
経
済
構
造

の
変
革
が
必
要
～
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な
っ
た
こ
と
、

④
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性

に
対
す
る
差
別
、
⑤
「
慰
安
婦
」

を
記
念
す
る
碑
や
像
な
ど
へ
の

反
対―

―

を
説
明
し
て
い
ま
し

た
。そ

の
揺
り
戻
し
を
推
進
し
て

き
た
の
が
、
講
師
が
「
宗
教
右

派
」
と
呼
ぶ
勢
力
と
政
治
家
の

集
団
で
す
。
「
宗
教
右
派
」
と

て
強
い
関
心
を
持
ち
、
保
守
的

思
想
に
基
づ
い
て
政
治
活
動
を

す
る
宗
教
団
体
で
、
旧
統
一
教

会
、
日
本
会
議
な
ど
を
指
す
よ

う
で
す
。
こ
の
勢
力
の
右
派
運

動
は
、
「
地
方
か
ら
政
治
を
変

え
よ
う
」
と
草
の
根
運
動
を
熱

心
に
展
開
し
、
自
民
党
右
派

（
安
倍
派
）
の
支
持
母
体
で
す

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
草
の
根

運
動
と
と
も
に
安
倍
政
権
の
第

１
次
で
は
「
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」
を
後
退
さ
せ
、
第
２

次
で
は
包
括
的
性
教
育
を
否
定

し
、
「
少
子
化
対
策
」
と
し
て

官
製
婚
活
を
自
治
体
で
展
開
さ

せ
る
な
ど
政
権
の
力
で
揺
り
戻

し
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

自
民
党
右
派
の
「
家
族
」
観

は
「
個
人
主
義
」
で
は
な
く

「
家
族
主
義
」
、
「
子
育
て
は

家
庭
で
」
、
国
家
も
「
大
き
な

観
で
あ
っ
て
、
「
男
尊
女
卑
・

戦
前
回
帰
で
は
な
い
」
「
自
助
・

自
己
責
任
を
強
調
、
コ
ス
パ

（
費
用
対
効
果
）
の
よ
い
国
家
」

で
あ
る
と
指
摘
。
ま
た
、
「
家

族
基
盤
充
実
政
策
」
（
１
９
８

０
）
か
ら
「
官
製
婚
活
」
ま
で

自
民
党
政
権
の
政
策
は
ず
っ
と

「
家
族
主
義
」
で
、
「
充
実
し

た
家
庭
は
日
本
型
福
祉
社
会
の

基
盤
」
「
家
庭
内
自
助
に
よ
る

安
全
保
障
」
「
国
家
に
負
担
に

な
ら
な
い
福
祉
モ
デ
ル
」=

家
族

主
義
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
の
後
退

を
進
め
て
い
る
勢
力
も
、
自
助
・

自
己
責
任
の
家
族
主
義
の
考
え

で
後
退
を
肯
定
し
て
い
る
の
か

な
と
思
い
ま
し
た
。

(

会
長

大
山
勝
也
記)

会
長

那
珂
通
敏

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
の
学
習
会
を
開
催

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
達
成
に
は
社
会
経
済
構
造

の
変
革
が
必
要
～

退職者

連合

⑤⑤

⑥
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Ｊ
Ａ
Ｍ
岐
阜
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
３
月
23
日
、
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

岐
阜
に
て
、
「
3B
体
操
で
病
気

に
強
い
体
を
つ
く
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
公
益
社
団
法
人
・
日
本
3B

体
操
協
会
の
柳
原
美
穂
指
導
員

を
講
師
に
お
招
き
し
、
23
名
が

参
加
し
第
23
回
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

3B
体
操
は
、
「
健
康
で
美
し

く
、
健
康
で
安
ら
か
な
心
、
健

康
で
美
し
く
老
い
る
」
を
３
大

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
る
健
康

体
操
で
す
。
３
つ
の
道
具
、
ベ

ル
、
ベ
ル
タ―

、
ボ
ー
ル
を
使

う
こ
と
か
ら
3B
体
操
と
名
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
楽

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
飽
き
る

こ
と
な
く
楽
し
め
る
体
操
が
特

徴
で
す
。

研
修
会
は
、
長
澤
会
長
の
挨

拶
、
ご
来
賓
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
東
海
岐

阜
県
連
会
長
大
宮
会
長
に
挨
拶

を
頂
い
た
後
、
柳
原
指
導
員
よ

り
運
動
の
重
要
性
、
有
酸
素
性

運
動
、
質
の
良
い
食
事
の
３
つ

の
必
要
性
に
つ
い
て
講
義
を
頂

き
、
そ
の
後
、
➀
姿
勢
➁
呼
吸

法
、
➂
準
備
体
操
と
ス
ト
レ
ッ

チ
、
➃
筋
ト
レ
、
➄
有
酸
素
運

動
、
➅
体
を
ゆ
る
め
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
と
き
に
は
音
楽
を
入

れ
な
が
ら
実
演
を
頂
い
た
。

最
後
に
柳
原
指
導
員
よ
り
実

演
し
た
3B
体
操
は
、
年
齢
を
問

わ
ず
、
シ
ニ
ア
の
方
で
も
気
軽

に
、
楽
し
く
、
体
に
無
理
な
く

で
き
る
体
操
で
す
。
今
日
は
器

具
を
使
い
ま
し
た
が
、
自
分
な

り
に
ア
レ
ン
ジ
し
健
康
生
活
に

役
立
て
て
下
さ
い
と
の
言
葉
が

あ
り
、
拍
手
で
研
修
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
第
８
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流

会
が
４
月
10
日
に
佐
倉
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
（
36
ホ
ー
ル
、
パ
ー

１
３
２
）
で
12
人
の
会
員
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
８
時
半
に
現
地
集

合
、
９
時
頃
よ
り
４
人
１
組
ご

と
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
天

候
は
前
日
の
台
風
の
よ
う
な
天

気
か
ら
一
転
し
、
多
少
風
が
あ
っ

た
も
の
の
晴
天
下
で
の
プ
レ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
前
半
18
ホ
ー

ル
終
了
時
点
で
一
旦
休
憩
を
挟

み
、
午
後
１
時
前
に
は
全
員
が

36
ホ
ー
ル
を
無
事
終
了
し
、
全

長
約
２
㎞
の
コ
ー
ス
で
す
が
１

万
歩
以
上
歩
き
、
日
頃
の
運
動

不
足
解
消
と
ス
ト
レ
ス
発
散
に

役
立
ち
ま
し
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
は
コ
ン
ビ
ニ

弁
当
で
の
昼
食
会
で
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー

の
思
い
出
話
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
続
い
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
田
中
久
弥
事
務
局
長
が
10

ア
ン
ダ
ー
で
優
勝
、
第
２
位
に

ク
ボ
タ
の
武
田
正
憲
さ
ん
、
第

３
位
に
大
淵
輝
夫
副
会
長
が
は

い
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が
３
人
出
ま
し
た

が
、
今
回
は
長
岡
功
会
長
が
唯

一
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
記
録

し
ま
し
た
。

最
後
に
、
長
岡
会
長
か
ら
締

め
の
挨
拶
と
来
年
の
再
会
を
約

束
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
４
月
１
日
現
在

の
総
加
入
者
数
は
１
１
４
５
４

人
。
こ
れ
は
期
首
比
で
99
人
増

え
、
口
数
で
は
２
１
２
口
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
６
～
７
年
ほ
ど
は
横
ば

い
が
続
い
て
い
ま
す
。
タ
イ
プ

別
で
は
総
合
と
入
院
重
視
の
比

率
３
対
１
に
大
き
な
変
化
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。

月
次
の
新
規
・
脱
退
の
推
移

を
み
る
と
９
月
と
３
月
に
新
規

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ふ

れ
あ
い
共
済
か
ら
の
継
続
月
の

関
係
で
す
。
逆
に
10
月
に
脱
退

者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

８
月
頃
に
変
更
届
が
通
知
さ
れ

る
関
係
で
、
こ
の
際
脱
退
と
い

う
方
が
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

ま
た
給
付
は
、
１
５
５
５
件
、

総
額
１
億
６
３
３
１
万
円
と
な

り
件
数
・
金
額
と
も
に
前
年
同

期
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。
特

に
病
気
入
院
に
よ
る
給
付
の
減

少
が
顕
著
で
す
。

シ
ニ
ア
組
織
の
柱
と
し
て
定

着
し
た
シ
ニ
ア
共
済
を
よ
り
よ

い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、

現
役
と
と
も
に
丁
寧
な
移
行
時

の
加
入
促
進
活
動
や
制
度
内
容

の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

岐阜

研
修
会
開
催

「
3B
体
操
で
病
気
に

強
い
体
を
つ
く
ろ
う
」

千葉

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

交
流
会
を
開
催

シニア

共済

加
入
者
数
・
加
入
口
数
と
も
横
バ
イ
が
続
く

移
行
時
の
丁
寧
な
加
入
促
進
活
動
を

シニア共済加入状況

シニア共済給付状況

事
務
局
長

田
中
久
弥

事
務
局
長

井
亦
廣
幸


